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iは　じ　め　に
　平成 3 年 7 月に設置された国立大学初の「生涯学習教育研究センター」は、平成 25 年 4 月 1 日に「地域
連携教育研究センター」と名称を変更しました。地域連携教育研究センターは、これまでの生涯学習教育研
究センターを母体として、その基本的な役割を拡充し、新たな名称を付して設置されたセンターです。また、
本学には「地域共生研究開発センター」が設置されており、既に産業界との連携による研究成果を積極的に
地域・社会に発信しておりますが、当センターでは主に県内外の自治体や団体、住民組織との連携を促進す
るとともに、生涯学習のさらなる拡充と基盤整備に向け、広く社会の進歩・発展に貢献することが使命であ
ると考えております。
　地域連携教育研究センターでは、これまでの生涯学習教育研究センターの蓄積の上に「地域連携」をより
強力に促進する機関として、地域と連携した調査研究、学習機会の提供、指導者養成を行うとともに、地域
課題の解決に向けた支援や協働、交流をコーディネートして参ります。また、当センターの事業としましては、
地域連携及び生涯学習に関する方法、内容に関する調査研究、地域連携の促進に関する事業の促進、生涯学
習、指導者養成に関する事業の企画立案、地域連携に関するコーディネートなどを予定しております。なお、
旧生涯学習教育研究センターは、22 年間に亘り、地域の生涯学習に関する調査研究、生涯学習機会の提供
や指導者養成により高等教育の開放に努め、地域の生涯学習振興に寄与して参りました。その歴史は、佐々
木英和准教授が中心に編集された『宇都宮大学生涯学習教育研究センター 22 年のあゆみ 1991-2013』によっ
て刻印されました。
　「もっと地域と、もっと地域を、もっと地域で」をスローガンに、地域社会との連携により地域課題を共
に解決し、宇都宮大学が地域の必需品となるために、常に地域に有用な情報を発信し、地域貢献の推進を図
るセンターとして運営して参ります。なお、新センター開設初年度の平成 25 年度は、文科省の地 ( 知 ) の
拠点整備事業（大学 COC 事業）に「とちぎ高齢者共生社会を支える異世代との協働による人材育成事業」
が採択されました。大学改革実行プラン（平成 25 年度、文部科学省）に示された「地域再生の核となる大
学づくり (Center of Community)」に大きな一歩を踏み出していす。また、平成 25 年 12 月 1 日には、地域
連携教育研究センター内に「とちぎ終章学センター」を開設し、3 名のスタッフが配置されました。
  本報告書は、地域連携教育研究センターの研究報告としては第 2 号となりますが、号数は生涯学習教育研
究センター研究報告との通巻号数を用いて 23 号としております。また、当センター教員や研究生のみならず、
基盤教育センター等の学内の関係者、さらには広く県内から関係者の投稿による論文も掲載し、地域連携教
育研究に相応しい内容としました。
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